
く出席されるなど、次代を担う子どもたちの頑張る姿に
力強さを感じるとともに、長きに渡って町内会や防災活
動などに尽力され、志木市のまちづくりに大きく貢献い
ただいた方々を前に、感謝の念に堪えません。ここでの
紹介はほんの一例ではありますが、改めて志木市が皆さ
んの市民力によって支えられていることを実感するとと
もに、「まちづくりは人づくり」の大切さを強く感じます。
　新型コロナウイルス感染症は流行の波を繰り返す中、
この原稿をしたためている11月18日現在では、再び新た
な変異株の登場により、報道では第８波が到来したとも
言われており、インフルエンザウイルス感染症との同時
流行も懸念されています。しかしながら、単に行動や活
動を制限するだけでは、たちまち志木市の元気と活気は
なくなり、市民力でつなぐ絆も失われてしまいます。コ
ロナ禍であっても、状況を見極め、感染症対策を行いな
がら、いかにして市民活動を続けられるようにするか、
知恵を巡らし支援をしていくことは、志木市の重要な責
務です。今年は、今まで中止となっていた市内のイベン
トが再開しはじめ、少しずつではありますが、かつての
元気・活気が取り戻されつつあります。これからも市民
活動と感染症対策をバランス良く両立しながら、コロナ
禍から市民の元気と笑顔を必ず守り抜く決意で、来年を
迎えたいと思います。
　本年も大変お世話になりました。明くる年も志木市に
とって、そして皆さまにとっても良い１年となることを
心から願っています。

　今年も早いもので師走を迎えました。
　最近を振り返りますと、コロナ禍が少し落ち着い
た今年の秋には、志木市でもさまざまなイベントが
催されました。いろは遊学館で行われた「いろはふれ
あい祭り」をはじめ、一般社団法人わらかど主催の
「HALLOWEENFES 2022」での気球の搭乗体験や市民
パークゴルフ大会、さらには、市民文化祭や市美術展覧
会など、私自身も会場を訪れ、文化・芸術、そして実り
の秋を満喫しました。会場では、参加者の皆さんの笑顔
や活気から、イベントに懸ける想いを肌で感じるととも
に、絆づくりの大切さを強く実感したひとときでした。
　また、市政の発展や公共の福祉、教育、文化、スポーツ、
ボランティア活動など、さまざまな分野で活躍された方
に表彰状や感謝状を贈呈する「市政功労者表彰」では、４
年ぶりに表彰式を実施し、およそ300名の方を表彰しま
した。特に表彰式では、全国大会や県大会等で大活躍し
た小・中学生をはじめ、細田学園高等学校の生徒も数多

以心伝心

以心伝心

志木市長

　大塚の千手堂のある所には、昔、松
しょう

林
り ん

山
ざん

観
か ん

音
のん

寺
じ

大
だい

受
じゅ

院
いん

という天台
宗の大きな寺があり、千手堂の千手観音はその顔立ちなどから、鎌
倉末期から室町中期の作とも考えられ、その頃に大受院があったと
いわれます。しかし、大受院は火災で焼失し、その後、日蓮宗の大
乗院という寺がありましたが、この寺も火災で焼失したといわれます。
　その後、現在の千手堂の前身となる堂が建立され、現在の堂は
昭和62年に再建されたものです。千手堂の天井画は、平成10年に
完成したもので、天女図が檀家の大野進さん、天女以外の図が日
本画家の小林正

しょう

路
じ

画伯の弟子の方が描いたものです。大野さんは、
埼玉県立近代美術館の県展（日本画）に入選する腕前の人で、浅草
にある待

まつ

乳
ち

山
やま

聖
しょう

天
で ん

の本殿天井の天女図を参考に描いたそうです。千
手堂は非公開ですが、待乳山聖天は参拝の際に拝観できます。
　なお、千手堂境内の入口近くには、江戸時代の十三仏の石仏があ
ります。十三仏は、人が亡くなっ
た後の初

しょ

七
なの

日
か

から三十三回忌ま
での十三の忌

き

日
じつ

をそれぞれ司る
とされる仏です。順に、不動明王、
釈迦如来、文殊菩薩、普賢菩薩、
地蔵菩薩、弥勒菩薩、薬師如来、
観音菩薩、勢至菩薩、阿弥陀如
来、阿

あ

閦
しゅく

如来、大日如来、虚空
蔵菩薩の十三の仏です。

連
載

第 27回　大塚の千手堂と天女図

ドラッグストア
柳瀬川駅
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川

柳瀬川
図書館東武東上線

千手堂

▲
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所在地／
千手堂
柏町5-18-12
柳瀬川駅から徒歩
8分

▲天女図
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志木市を支える市民力


